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	番号
	研究課題名
	研究目的
	代表者・連絡先

	KP-1

①
	極地の過去から「地球システム」のメカニズムに迫る～第四紀の極地環境・大気組成変動の高精度・高時間分解能復元～
	本研究では、南極ドームふじ深層氷床コアおよびグリーンランドNEEM・NGRIP深層氷床コアの解析により、第四紀後期における南北極域の気候変動や大気中の温室効果気体変動の時系列を得ることを目的としている。特に、少量の氷床コア試料による気体解析の手法を開発し、最終間氷期を含む過去15万年にわたる温室効果気体の濃度変遷や南北差の復元、希ガス分析による過去のフィルン通気環境と全球海水温の推定、過去2,000年におけるグリーンランドの表層温度復元を行う。
	東　久美子准教授

042-512-0674

kumiko@nipr.ac.jp

本山　秀明教授
042-512-0680

motoyama@nipr.ac.jp

	KP-1

②
	
	本研究では、南極大陸の露岩および周辺海底の地形地質調査に基づいて後期新生代の東南極氷床変動史を明らかにし、東南極氷床変動の原因と東南極氷床が地球規模の海洋循環や海面変化に与えた影響を、他の古環境変動記録との比較・解析から明らかにすることを目的にする。具体的には、内陸セール・ロンダーネ山地の氷河地形地質調査に参加するとともに、得られた陸上の氷床変動が南極大陸周辺の大陸棚，陸棚斜面，深海域の地形や地質の形成とどのように関連しているのかを海底の反射法地震探査データの解析を通じて検討し、陸上地形には残されていないより古い時代の東南極氷床の拡大規模、変動の周期性および変動のメカニズムの解明を目指す。
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	番号
	研究課題名
	研究目的
	代表者・連絡先

	KP-5
	太陽風エネルギーの磁気圏流入に対する　電離圏応答の南北極域共役性の研究
	本研究では、宙空圏研究グループが南極域、北極域で進めている、大型短波レーダー、無人磁力計、オーロラ光学観測網など複合的な両極広域ネットワーク観測によって得られたデータを用いて、オーロラ現象の南北共役性やそれに関連する太陽風－磁気圏―電離圏現象の総合的な解析研究を行う。
	山岸　久雄教授
042-512-0657

yamagisi@nipr.ac.jp

	KP-7
	極域から探る固体地球ダイナミクス
	固体地球ダイナミクスの研究には、VLBI, GPS, 超伝導重力計(SG)、広帯域地震計など汎地球観測網データの解析結果が有用である。
本研究では、昭和基地を含む南半球での超伝導重力計(GGP)ネットワークデータやVLBI観測網データ(IVS database)等を用いて、重力ファクターの緯度依存性や異方性、Free Core Nutation等、地球深部の物性に関する解析を行い、関係する物理パラメーターについて高精度の実測値を求め、新たな（より進んだ）知見を得る研究を実施する。
	本吉　洋一教授
042-512-0641
motoyosi@nipr.ac.jp

	KP-8
	環境変動に対する極域生物の生態的応答プロセスの研究
	本研究では、南極陸上生態系を対象とした調査によって得られたデータから、極域に生育する植物の環境変動に対する生態的応答プロセスを明らかにすることを目的とする。
JARE第VIII期一般研究観測課題「変動環境下における南極陸上生態系の多様性と物質循環」の取りまとめに対応した研究を実施する。
	伊村　智准教授

042-512-0737

imura@nipr.ac.jp








